
新
た
に
市
下
水
道
排
水
設
備
等
工
事
施
工
指
定
業
者
と
し

て
指
定
を
受
け
よ
う
と
す
る
事
業
者
は
、
左
記
の
と
お
り
申

請
を
し
て
く
だ
さ
い
。

【
受
付
期
間
】

９
月
１
日
（
月
）
〜
12
日
（
金
）

【
申
請
方
法
】

申
請
書
と
左
記
の
添
付
書
類
を
右
記
担
当
課
（
東
別
館
２

階
）
ま
で

※
後
日
、
指
定
さ
れ
た
場
合
に
手
数
料
一
万
円
を
お
持
ち
く

だ
さ
い
。

【
添
付
書
類
】

①
成
年
被
後
見
人
、
破
産
者
、
被
保
佐
人
で
な
い
こ
と
を
証

明
す
る
書
類
（
身
分
証
明
書
）

②
住
民
票
記
載
事
項
証
明
書

③
申
請
者
ま
た
は
代
表
者
の
経
歴
書

④
商
業
登
記
事
項
証
明
書
と
定
款
の
写
し(

法
人
の
場
合)

⑤
営
業
所
付
近
見
取
り
図
、
平
面
図
、
写
真
（
全
景
、
事
務

所
内
お
よ
び
資
材
置
場
の
３
枚
）

⑥
責
任
技
術
者
名
簿
（
様
式
第
２
号
）

⑦
工
事
の
施
工
に
必
要
な
設
備
や
器
材
を
有
す
る
こ
と
を
証

明
す
る
書
類

⑧
完
納
証
明
書(

納
期
限
が
到
来
し
て
い
る
市
町
村
税
に
未
納

が
な
い
こ
と
を
証
明
す
る
も
の)

多
年
に
わ
た
り
社
会
に
貢
献
さ
れ
て
き
た
高
齢
者
を
敬
い
、

そ
の
長
寿
を
お
祝
い
す
る
た
め
、
市
民
を

代
表
し
、
民
生
委
員
・
市
関
係
者
が
訪
問

し
ま
す
。

【
対
　
象
】
９
月
15
日
時
点
で
満
88
歳
、

90
歳
、
99
歳
の
人
お
よ
び
100
歳
以
上
の
人

【
時
　
期
】
９
月
１
日
（
月
）

〜
21
日
（
日
）

湖
北
介
護
・
福
祉
人
材
セ
ン
タ
ー
は
、
福
祉
の
仕
事
を
探

し
て
い
る
人
と
、
人
材
を
求
め
て
い
る
事
業
所
と
の
橋
渡
し

を
行
う
無
料
職
業
紹
介
所
で
す
。

「
介
護
の
仕
事
は
ど
ん
な
こ
と
を
す
る
の
か
」「
お
給
料
は

ど
れ
く
ら
い
か
」
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
な
質
問
に
専
門
ス
タ
ッ

フ
が
丁
寧
に
お
答
え
し
ま
す
。

◆
出
張
相
談
の
ご
案
内

左
記
の
と
お
り
出
張
相
談
を
行
い
ま
す
。
ど
な
た
で
も
お

気
軽
に
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。（
申
込
不
要
）

【
と
　
き
】
８
月
26
日
（
火
）
13
時
30
分
〜
16
時

【
と
こ
ろ
】
虎
姫
支
所

※
出
張
相
談
は
毎
月
１
回
、
巡
回

す
る
予
定
で
す
。
９
月
以
降
の

開
設
場
所
は
改
め
て
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

し
ょ
う
が
い
福
祉
事
業
所
で
は
、
大
量
の
印
刷
や
封
入
な
ど

簡
単
な
反
復
作
業
の
ほ
か
、
食
品
の
製
造
販
売
な
ど
も
手
が
け
、

個
人
か
ら
企
業
ま
で
幅
広
い
受
注
に
対
応
し
て
い
ま
す
。

市
で
は
事
業
所
へ
の
発
注
を
積
極
的
に
行
っ
て
い
ま
す
が
、

し
ょ
う
が
い
福
祉
事
業
所
の
取
組
み
を
よ
り
多
く
の
人
に
知

っ
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
新
た
な
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
創
出

を
め
ざ
し
、
福
祉
と
企
業
・
地
域
を
つ
な
ぐ
ビ
ジ
ネ
ス
メ
ッ

セ
を
開
催
し
ま
す
。
ど
な
た
で
も
参
加
い
た
だ
け
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

【
と
　
き
】
９
月
５
日
（
金
）
９
時
30
分
〜
16
時

【
と
こ
ろ
】
市
役
所
東
別
館
１
階
　
多
目
的
ホ
ー
ル

【
内
　
容
】
事
業
所
各
ご
と
に
作
業
（
事
例
）
の
紹
介
、
商
品

展
示
・
販
売
、
試
食
な
ど

【
参
加
団
体
】
市
内
で
活
動
す
る
し
ょ
う
が
い
福
祉
事
業
所

シリーズ④ 

　北近江の寺院や仏堂に祀られてい
る多くのホトケさま。今もなお地域
の人たちによって守り継がれていま
す。その中から代表的なものをシリ
ーズで紹介していきます。 
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重
要
文
化
財

「
木
造
伝
薬
師
如
来
立
像
」

（
充
満
寺
蔵
、
薬
師
堂
安
置
）

・
指
定
日：

大
正
15
年
４
月
19
日
指
定

・
所
在
地：

高
月
町
西
野

―
近
江
の
湖う

み

は
海
な
ら
ず
、
天
台
薬
師
の

池
ぞ
か
し
―

平
安
時
代
の
末
期
、
12
世
紀
に
編
纂

へ
ん
さ
ん

さ

れ
た
歌
謡
集
『
梁
塵
秘
抄

り
ょ
う
じ
ん
ひ
し
ょ
う

』
の
一
節
で
す
。

比
叡
山
延
暦
寺
の
本
尊
は
根
本
中
堂

こ
ん
ぽ
ん
ち
ゅ
う
ど
う

の
薬

師
如
来
。
琵
琶
湖
を
そ
の
宝
の
池
に
見
立

て
、
近
江
国
が
天
台
の
教
え
に
守
ら
れ
、

水
の
恵
み
あ
ふ
れ
る
楽
園
、
理
想
郷
だ
と

讃
え
た
歌
で
す
。

さ
て
、
今
回
紹
介
す
る
像
は
、
高
月
町

西
野
の
薬
師
堂
に
伝
わ
る
伝
薬
師
如
来
立

像
で
す
。「
伝
」
と
付
く
の
に
は
理
由
が

あ
り
ま
す
。
こ
の
像
は
現
在
、
薬
師
如
来

の
標
識
で
あ
る
薬
壺
を
持
た
ず
、
両
手
と

も
親
指
と
人
差
し
指
を
捻
じ
て
、
阿
弥
陀

如
来
を
示
す
来
迎
印

ら
い
ご
う
い
ん

を
結
ん
で
い
ま
す
。

し
か
し
、
こ
の
両
手
先
は
、
江
戸
時
代
に

補
わ
れ
た
も
の
で
、
当
初
の
尊
名
を
確
か

め
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
が
、
こ
の
村
で

は
、
代
々
、
薬
師
如
来
で
あ
る
と
言
い
伝

え
ら
れ
て
き
た
こ
と
に
よ
り
ま
す
。
ケ
ヤ

キ
の
一
木
造
り
で
あ
る
そ
の
構
造
や
表
現

か
ら
見
て
、
平
安
時
代
中
期
、
10
世
紀
頃

の
作
と
推
測
さ
れ
る
こ
と
、
当
時
こ
の
地

方
で
は
己
高
山
を
中
心
に
天
台
勢
力
が
栄

え
た
こ
と
な
ど
を
考
え
併
せ
る
と
、
や
は

り
薬
師
如
来
と
し
て
作
ら
れ
た
と
考
え
る

の
が
自
然
で
し
ょ
う
。

通
肩

つ
う
け
ん

の
衲の

う

衣え

を
胸
元
で
Ｕ
字
に
結
び
、

均
整
の
と
れ
た
穏
や
か
な
お
顔
立
ち
、
流

麗
な
衣え

文も
ん

の
表
現
な
ど
、
当
時
の
天
台
彫

刻
の
特
徴
を
よ
く
示
し
て
い
ま
す
。

な
お
厨
子
内
に
は
、
や
は
り
同
じ
く
重

要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
る
十
一
面
観
音
が

並
ん
で
安
置
さ
れ
て
い
ま
す
。
薬
師
と
観

音
、
い
ず
れ
も
現げ

ん

世ぜ

利り

益や
く

を
つ
か
さ
ど
る

ホ
ト
ケ
で
す
。
ま
さ
に
村
の
守
り
本
尊
に

ふ
さ
わ
し
い
ホ
ト
ケ
と
い
え
ま
す
。

■問
都
市
計
画
課
（
7
６
５-

６
５
６
２
）

県
内
一
斉
屋
外
広
告
物
ク
リ
ー
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

■問
市
民
協
働
推
進
課
（
7
６
５-

８
７
２
２
）

長
浜
・
木
之
本
警
察
署
か
ら
の
お
知
ら
せ
で
す

高
齢
者
の
交
通
事
故
が
多
発
し
て
い
ま
す

■問
高
月
観
音
の
里
歴
史
民
俗
資
料
館

（
7
８
５-

２
２
７
３
）

９
月
１
日
〜
10
日
は
「
屋
外
広
告
物
適
正
化
旬
間
」
で
す

屋
外
広
告
物
は
、
生
活
の
情
報
源
と
し

て
不
可
欠
な
も
の
で
、
ま
ち
の
景
観
を
形

成
す
る
う
え
で
も
重
要
な
役
割
を
果
た
し

て
い
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
屋
外
広
告
物
が
無
秩

序
に
設
置
さ
れ
、
管
理
が
適
正
に
行
わ
れ

な
い
と
、
ま
ち
の
景
観
を
損
ね
る
こ
と
に

も
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。
ま
ち
の
良
好
な
景

観
を
保
全
す
る
た
め
、
県
下
一
斉
の
取
組

み
と
し
て
違
反
屋
外
広
告
物
の
取
り
締
ま

り
を
実
施
し
、
関
係
機
関
と
協
力
し
て
パ

ト
ロ
ー
ル
や
撤
去
を
行
い
ま
す
。

※
広
告
物
を
設
置
す
る
場
合
、
大
き
さ
や

設
置
場
所
に
よ
り
許
可
が
必
要
な
場
合

が
あ
り
ま
す
の
で
、
計
画
段
階
で
事
前

に
右
記
担
当
課
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

※
設
置
済
み
の
広
告
物
の
中
に
は
、
許
可

を
得
て
い
な
い
も
の
や
基
準
に
適
合
し

て
い
な
い
も
の
も
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら

は
条
例
違
反
と
な
り
ま
す
の
で
、
速
や

か
に
協
議
し
て
く
だ
さ
い
。

市
内
で
発
生
し
た
交
通
死
亡
事
故
の
約

９
割
は
、
高
齢
者
が
被
害
に
遭
っ
て
い
ま

す
（
過
去
３
年
間
）。

そ
の
多
く
が
歩
行
中
や
二
輪
車
運
転
中

（
自
転
車
含
む
）
の
事
故
で
す
。

高
齢
歩
行
者
の
事
故
で
は
、
下
図
の
よ

う
に
道
路
横
断
中
に
左
方
向
か
ら
の
車
と

接
触
す
る
ケ
ー
ス
が
あ
り
ま
す
。

歩
行
者
は
「
車
が
来
る
ま
で
に
渡
り
切

れ
る
だ
ろ
う
」
と
無
理
せ
ず
に
、
余
裕
を

も
っ
て
横
断
歩
道
を
渡
り
ま
し
ょ
う
。
運

転
者
も
、
高
齢
者
の
横
断
に
は
時
間
が
か

か
る
と
考
え
、
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

■問
上
下
水
道
課
（
7
６
５-

１
６
０
１
）

施
工
指
定
業
者
の
申
請
を

受
付
け
ま
す

■問
高
齢
福
祉
介
護
課(

7
６
５-

７
７
８
９)

敬
老
訪
問
に
伺
い
ま
す

■問
滋
賀
県
湖
北
介
護
・
福
祉
人
材
セ
ン
タ
ー
（
7
６
４-

５
１
２
５
）、
高
齢
福
祉
介
護
課(

7
６
５-

７
７
８
９)

福
祉
の
仕
事
探
し
を
応
援
し
ま
す

■問
し
ょ
う
が
い
福
祉
課
（
7
６
５-

６
５
１
８
）

「
し
ょ
う
が
い
福
祉
事
業
所
・
ビ
ジ

ネ
ス
メ
ッ
セ
長
浜
」
の
お
知
ら
せ

夏
場
は
輸
血
用
の
血
液
が
特
に
不
足
し
ま
す
。
皆
さ

ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

当
日
は
献
血
バ
ス
の
ほ
か
、
骨
髄
バ
ン
ク
登
録
や
飲

食
模
擬
店
、
各
種
体
験
型
ブ
ー
ス
等
を
設
置
し
ま
す
。

【
と
　
き
】
８
月
31
日
（
日
）
９
時
30
分
〜
15
時
30
分

【
と
こ
ろ
】
長
浜
楽
市
東
側
駐
車
場
（
八
幡
東
町
）

【
献
　
血
】
全
血
献
血
４
０
０
mL

【
定
　
員
】
２
０
０
人

※
献
血
に
ご
協
力
い
た
だ
い
た
人
に
は
、
模
擬
店
の
利

用
券
を
進
呈
し
ま
す
。

■問
１
０
０
０
人
献
血
の
会
事
務
局
〈
健
康
推
進
課
内
〉

（
7
６
５
‐
７
７
７
９
）

湖
北
長
浜
１
０
０
０
人
献
血
運
動
夏
の
陣 注意!

横断後半における 

車との交通事故 


